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基本目標Ⅰ 若い世代を中心に、安心・やりがい・稼げる仕事の場を創出する 

 【基本的方向】 
創業希望者や創業後間もない人たちの円滑な事業展開を促進するため、継続的な支援を行いま

す。また、地域産業の活性化を図るため、商工会や金融機関と連携し地元事業者の支援や中小企
業・小規模事業者の事業継承を促進します。雇用機会の創出にも努めます。併せて、本町の基幹
産業である農業等の将来の世羅町を担う人材の育成や観光振興に力を入れることで、持続可能な
地域の働く場の創出に努めます。 
 

数値目標 生産年齢人口 

(単位) 
人 

R１ 
基準 

R2 R3 R4 R5 R6 R7 目標達成率 評価 

 
 
 
 
 

  

99％ B 

【総合戦略評価・意見】 評価できる：13 人 評価できない：0 人 

農業のまち世羅町として、農業研修制度など、基盤が整備されている事が評価できる。 
 

 基本施策１ 創業・事業継承支援、地元事業者支援による地域産業の競争力強化 
 令和 5 年度の成果 全体を通しての方向性 重要業績指標（KPI） 創業者数 

【１.創業の促進】 

①新規創業助成金活用数：1件 

 ②新規創業利子補給補助活用：8 件 

 ③新規創業者：1 件 

【２.地元事業者の支援】 

①小規模企業支援事業：8 件 

 ②支援事業者数：2 件 

【３.事業承継の支援】 

①事業承継事業：0 件 

 ②人材育成事業：33 件 

【４.雇用機会の創出】 

①企業立地促進事業：11 件 

 ②お試しオフィス活用視察件数：５件 

  お試しオフィス活用件数：20 件 

③紹介チャンネル掲載事業者：５年度未実施 

１．商工会と連携し、補助金・助成事業の継続によ 

り中小企業者への支援を行う。 

２．雇用の創出につながる投資に対する支援を行う。 

３．県内の関係機関で構成される「広島県事業継承ﾈ

ｯﾄﾜｰｸ」における事業を活用し、関係機関との連携や

取組を強化。 

４．①企業立地支援を引き続き推進する。 

    ②「お試しオフィス」を活用し、企業誘致を進 

めていく。 

    ③企業紹介動画の掲載数を増加できるよう取り 

組む。 

 

(単位) 
人 

R１ 
基準 

R2 R3 R4 R5 R6 R7 目標達成率 評価 

 
 
 
 

  

14％ D 

住民ワーキング会議からの意見評価 有効：2 人 やや有効：0 人 有効でない：０人 住民ワーキング会議からの意見に対する町の考え 

【１.創業の促進】 
●補助件数を限らないのは良い。 
●申請件数が少なかった。 

【２.地元事業者の支援】 
●町の支援があり、国・県より申請しやすいので良い。 
●周知方法の検討が必要と思われる。 

【３.事業承継の支援】 
●30 万円でも事業承継の補助があり、やれることがあって良い。 
●維持の補助金がない。 

【４.雇用機会の創出】 
●まちなかが望ましい。（お試しオフィス） 

 
１.創業の支援内容については好評を頂いており、創業の後押しを行ってまいります。 
 
２.支援内容については好評を頂いておりますが、内容等については引き続き検討を行
ってまいります。 

 
３.人材育成事業については多数ご利用いただいておりますが、支援内容については引
き続き検討を行ってまいります。 

 
４.企業誘致に繋がるよう、引き続き検討を行ってまいります。 

総合戦略推進会議意見・評価   評価できる：13 人 評価できない：0 人 総合戦略推進会議意見に対する町の考え 

創業者数が１名にとどまった原因は何か。 相談は 10 件受けたが、創業か就職かを悩んでいる方もおり、創業者数低下の一因とな
ったと思われる。 

 基本施策２ 将来の世羅町を担う人材の育成 
 令和 5 年度の成果 全体を通しての方向性 重要業績指標（KPI） 認定新規就農者数（産業創造大学卒業者で認定した者） 

【１.農業の担い手の育成】 
世羅産業創造大学卒業生で認定新規就農者：0 人 
 ※卒業後、雇用就農１人 

【２.６次産業の推進による人材の確保】 
6 次産業化支援件数：0 件 

【３.介護福祉人材の確保・育成】 
紹介フェア参加：10 施設１高校 
介護福祉士実務者研修受講者：９人     
介護職員への研修会参加者：９施設・事業所 51 人                                            

福祉用具提示・体験フェアの開催：13 人参加 

１．就農フェアへの参加、農業求人サイトや農業体
験を通じ研修生の確保を行う。・国の事業を活用し、
就農時の資金確保等、早期経営安定化に向けた支援
を行う。 

２．地域で実施するイベント・研修会等の活動支援。 

・県等と連携し、サポート支援事業等の実施。 

３．事業所紹介フェア実施、パンフレットの活用。 

介護福祉士実務者研修開催、介護資格取得支援拡充。 

介護職員への研修会の開催。・介護助手導入促進事業
の実施。 

(単位) 
人 

R１ 
基準 

R2 R3 R4 R5 R6 R7 目標達成率 評価 

 
 
 
 
 

  

0％ D 

住民ワーキング会議からの意見評価 有効：0 人 やや有効：２人 有効でない：0 人 住民ワーキング会議からの意見に対する町の考え 

【１.農業の担い手の育成】 
●新規の人が入ってきている。 
●中山間地域直接支払などを集約する等、効果的に草刈り作業に活用できる仕組ができないか。 
●集落法人の後継者問題が心配。 

【２.６次産業の推進による人材の確保】 
●いろいろな付加価値の付け方があるのではないか。例：つくったお母さん達と交流しながら田舎料理が 
味わえる。（体験を付加） 
●6 次産業の後継者づくりができていない。 

【３.介護福祉人材の確保・育成】 
●AI が高齢者の話し相手をする。介護記録を自動化するなど ICT 化を進めている。 
●世羅町の傾向では、初めての介護保険の申請で急に要介護度が高い状態になられる。高齢になっても無 
理をしてがんばっている人が多い。 
●介護職の高齢化。三原、尾道、三次などへ働きに出る人もいる。（給料面） 

１.令和５年度に研修制度を見直したところであり、ぶどうとアスパラガスの新規就農
希望者の呼び込みと農地の確保を引き続き進めていきます。 
・中山間地域直接支払制度については、現行の第 5 期対策が令和 6 年度で終了します。
各協定において、次期対策を効果的に活用できるよう、計画策定の支援を行います。 

・担い手育成協議会等と連携し、各法人の人材の棚卸を促し、今後の対策等について検
討する予定です。 

２.活動の推進及び人材の確保等について、引き続き支援を行ってまいります。 
３.世羅町福祉・介護人材確保等総合支援協議会における各種取組（ICT・介護ロボット
展示会、事業所紹介フェア、福祉の職場体験バスツアー、職員研修、介護助手導入促進
事業）への支援とあわせ、福祉人材確保のための資格取得助成を推進します。 

総合戦略推進会議意見・評価   評価できる：13 人 評価できない：0 人 総合戦略推進会議意見に対する町の考え 

農業の担い手の育成について県との連携は実施しているのか。 
産業創造大学は学生が新規に起業するのは厳しいと思う。 

世羅町担い手育成協議会の構成員に県がいる。県主催の就農相談会にも町が参加。 
社会人経験がある方が多い。高収益作物を研修品目に位置づけている。 

 基本施策３ 観光振興について 
 令和 5 年度の成果 全体を通しての方向性 重要業績指標（KPI） 観光消費額 

【１.観光振興の推進】 

①観光消費額：2,305 百万円 
②入込観光客数：1,856 千人 

・新型コロナにより落ち込んだ観光客数と観光消費
額は徐々に回復してきたが、各関係団体等との連携
を深め、第２期世羅町観光振興基本計画に掲げる４
つの施策を推進していく。 
・世羅町観光振興補助事業を行い、イベント補助金、
インバウンド対策事業補助金など、町内観光事業者
に対する支援を実施する。・インバウンド対策として
は、台湾、韓国を中心とした東アジア圏からの誘客に
係る PR 活動などの施策を実施する。 

(単位) 
百万円 

R１ 
基準 

R2 R3 R4 R5 R6 R7 目標達成率 評価 

 
 
 
 

  

61％ Ｃ 

住民ワーキング会議からの意見評価 有効：２人 やや有効：０人 有効でない：０人 住民ワーキング会議からの意見に対する町の考え 

【１.観光振興の推進】 
●一部農園には観光客が入っている。 
●観光バスが増えている。 
●対策が様子見になりがち。 

1.第２期世羅町観光振興基本計画の目標達成に向けて、新たな補助事業の創設など、観
光事業者等の様々な取組みに対し支援してまいります。 

総合戦略推進会議意見・評価   評価できる：13 人 評価できない：0 人 総合戦略推進会議意見に対する町の考え 

町内の宿泊客数の現状は。 
韓国から広島空港への客数の増加に対する観光面でのアプローチは。 

宿泊客数はコロナ前の状況に戻ってきている。 
韓国、台湾ともに現地での PRやプロモーションを行っていく。 
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※住民ワーキング会議からの意見                 数値目標・重要業績目標（KPI） 評価 A 100％～ B～99％ C～69％ D～29％ 

青字 プラス評価  赤字 マイナス評価 黒字 その他              実績値   目標値 

 

基本目標Ⅱ 世羅町の魅力を活かし、若い世代を中心とした移住・定住を推進する 
 【基本的方向】 

移住定住促進を図るため、総合的な相談窓口を設け、住まい・仕事等ニーズに応じた情報
を提供します。空き家バンク制度等を活用した移住定住相談や住宅の取得に向けた支援を行
います。また、地域外の人材を積極的に受け入れ、関係人口の創出・拡大の取り組みを推進
します。 
  

数値目標 20 歳～39 歳の人口 

(単位) 
人 

R１ 
基準 

R2 R3 R4 R5 R6 R7 目標達成率 評価 

 
 
 
 
 

  

93％ Ｂ 

【総合戦略評価・意見】 評価できる：13 人 評価できない：0 人 

今後は、若い外国人にも世羅町を選んでいただけるような地域住民との顔の見える関係づ
くり等が必要になってくる。 
 

 基本施策１ 移住定住に関する総合的な支援 
 令和 5 年度の成果 全体を通しての方向性 重要業績指標（KPI） 移住者数（空き家バンクに限る） 

【１.ニーズに応じた移住定住支援】 

①空き家購入支援件数：3 件 

②空き家バンク新規物件登録件数：20 件 

③若年者遠距離通勤助成件数：44 件 

【２.移住者への情報発信の拡充】 

移住相談件数：164 件 

【３.事前体験する機会の創出】 

①お試し暮らし利用回数：6回 

②移住体験プログラム実施件数：1 件 

【４.関係人口の創出】 

①関係人口創出事業参加者数：5 人 

②地域おこし協力隊任用人数：1 人 

１．固定資産税納付書送付用封筒の告知文の印刷
やサロン・終活セミナーでの制度周知により、継
続的な広報に努める。 
 ・勉強会やセミナーを積極的に開催し、空き家
所有者に対し情報提供できるよう取り組む。 
２．広島県や広域連携で立ち上げている Facebook
や Twitter を積極的に活用し、世羅町の情報を細
やかに発信する。 
３．移住体験や移住準備のために利用できるよう、
引き続き、事前体験する場や機会を提供する。 
４．世羅町移住・交流促進協議会を中心に、関係人
口創出に向け、広島県の事業を活用しつつ、自治
組織とも連携した事業を企画し、実践する。 

(単位) 
人 

R１ 
基準 

R2 R3 R4 R5 R6 R7 目標達成率 評価 

 
 
 
 

  

27％ D 

住民ワーキング会議からの意見評価 有効：0 人 やや有効：5 人 有効でない：０人 住民ワーキング会議からの意見に対する町の考え 

【１.ニーズに応じた移住定住支援】 
●前よりも空き家バンク制度は利用しやすくなっている。 
●空き家バンクの情報収集において個人情報の保護がネック。 

【２.移住者への情報発信の拡充】 
●LINE の通知で気を引く情報発信の検討。空き家バンク情報を発信しては。 
●SNS の情報発信が不足。 

【３.事前体験する機会の創出】 
●体験プログラムが盛りだくさんであることは良い。 
●お試し暮らしの希望時期が重なってしまう。 

【４.関係人口の創出】 
●農業就業人口が不足している。 
●移住後、農業者同士での助け合いも出来ている 

１.空き家バンク制度は、平成 21 年度の制度開始以降、状況や要望を勘案した制度改正を

しながら進めてきており、今後も必要に応じて制度の見直しを行って参ります。 

・コロナ禍の影響を受け空き家バンクへの物件登録件数が伸び悩んだことが、令和５年度の

KPI の未達成に大きく影響したと考えています。個人情報の保護に配慮しながら空き家の情

報収集に努め、より多くの物件登録につなげて参ります。 

 

２.LINE の活用を検討します。 

・広島県や広域連携で立ち上げている Facebookや Twitterを積極的に活用します。また、

空き家バンクの物件情報は、広島県のサイト「みんと」への登録件数を増やします。 

 

３.体験プログラムの実施は、より具体的に世羅町での暮らしがイメージでき、地域の方と

交流することにより移住実績につながるので、可能な限り実施に努めます。 

・お試し暮らしが使えない場合は、農家民宿の案内をするなど、別の方法を提案します。 

 

４.引き続き、産業振興課と連携を図り、就農を希望する方の移住に努めます。 

・移住者や農業者のネットワーク組織がそれぞれ組織されており、交流や協力をされてお

られます。 

総合戦略推進会議意見・評価   評価できる：13 人 評価できない：0 人 総合戦略推進会議意見に対する町の考え 

空き家バンクの登録数増加をどのように進めていくのか。 
 
若い外国人に世羅町を選んでもらえるような体制は。 

ホームページの掲載へのほか、固定資産税の納付通知書送付用封筒へ告知を掲載。また、サ
ロンなどの地域の集まりへ伺い、空き家バンク制度の紹介をしている。 
令和６年度に備後圏域多文化共生ビジョンを策定し、地域住民との交流事業実施等を検討。 

 基本施策２ 快適な住環境の整備 
 令和 5 年度の成果 全体を通しての方向性 重要業績指標（KPI） 新築住宅戸数 

【１.快適な住環境の整備】 

①住宅リフォーム補助事業利用件数：43 件 

②飲用水施設整備補助件数：12 件 

③合併処理浄化槽設置基数：34 件 

①住宅リフォーム補助事業を引き続き継続し、利

用状況に応じた柔軟な予算措置を行う。 

②引き続き飲用水施設整備補助の継続をする。 

③国、県の補助基準額に加え、町独自の補助金額

の上乗せ及び国、県の補助対象外である新築家屋

に対する補助金交付を継続する。汲み取り及び単

独処理浄化槽からの合併処理浄化槽設置を重点的

に推進する。 

(単位) 
戸 

R１ 
基準 

R2 R3 R4 R5 R6 R7 目標達成率 評価 

   

79％ B 

住民ワーキング会議からの意見評価 有効：0 人 やや有効：5 人 有効でない：０人 住民ワーキング会議からの意見に対する町の考え 

【１.快適な住環境の整備】 
●浄化槽の維持管理の補助金は良い。 
●屋根の修繕補助率低い。 

１.①住宅リフォーム補助事業は毎年目標値の 40 件を上回る利用件数があり、多くの方に
活用いただいています。工事内容による補助率の嵩上げは難しいものの、引き続き事業の継
続と広報に努め、快適な住環境の整備を進めていきます。 
②③移住定住者が活用できる補助事業等についても、担当課と連携し町のホームページや
パンフレット等で積極的に周知を図ります。 

総合戦略推進会議意見・評価   評価できる：13 人 評価できない：0 人 総合戦略推進会議意見に対する町の考え 

 ―  ― 

2442 2324 2241 2181 2133

2362 2322 2282 2242 2203
0

1000
2000
3000

18
21

25

14

7

22
24 26 28 30

0

15

30

72 65 65

44 59

75 75 75 75 75

0
20
40
60
80

100



世羅町まち・ひと・しごと創生総合戦略の効果検証 

 

  

基本目標Ⅲ 結婚・妊娠・出産から子育てまで充実した生活環境を整備する 

 【基本的方向】 
結婚・妊娠・出産から子育てまで切れ目のない総合的支援体制による、子どもを安心して産み

育てられる環境づくりに取り組みます。また、保育料や医療費の助成により、子育てに要する経
済的負担軽減を行い、子育てがしやすいまちづくりを推進します。さらに、学習環境の支援を行
うとともに、奨学金を返還する若年層への支援により、将来の世羅町を担う人材を一人でも多く
確保・育成することに取り組みます。 

数値目標 合計特殊出生率 

(単位) 
人 

H25 
～

H29 
基準 

R2 R3 R4 R5 R6 R7 目標達成率 評価 

 
 
 
 
 

  

56％ Ｃ 

【総合戦略評価・意見】 評価できる：13 人 評価できない：0 人 

KPI は評価が高いが、数値目標である合計特殊出生率の向上に結びついていない。 

 基本施策１ 結婚・妊娠・出産から子育てまで切れ目のない総合的な支援の提供 
 令和 5 年度の成果 全体を通しての方向性 重要業績指標（KPI） 子育て世代包括支援センターの利用人数 

【1.結婚・妊娠・出産から子育て期までの切れ目のない
総合的な支援の提供】 

①②子育て世帯包括支援センターの利用人数8,585人  
③イベント参加人数：13 人 

【2.保護者等の主体的な子育てへの支援の充実】 

①地域子育て支援拠点施設の利用延人数：662 人 
②子育て情報ｱﾌﾟﾘ登録者数：570 人  

【3.乳幼児・就学児童・生徒の子育て支援】 

①保育料半額補助延べ件数：1,484 件  
②はぴはぴ祝金事業（出産祝金）：47 人 

【4.子育ての多様なニーズに対し働きながら育てられ
る環境の整備】 

①病児保育（体調不良児対応型）利用者数：217 人 
②放課後児童クラブ登録者数：243 人  
③放課後子供教室の開催地区数：4 地区 

1．①②親子が気軽に集まれるﾌﾘｰｽﾍﾟｰｽや相談が

できる環境整備に努める。③世羅町移住・交流促

進協議会と連携し開催する。 

２．子育て親子が交流できる広場を検討し、育児

不安や子育て負担の軽減や解消の支援に務める。 

３．①継続実施により保護者の経済的負担の軽減

を図る。②令和６年度より、町の保育料（0～２歳

児）を無償化とし保護者の経済的負担の軽減を図

る。 

４．①公立世羅中央病院において病児・病後児対

応型等を新たに実施し、保護者のニーズに対応す

るための支援、提供を行う。②放課後児童ｸﾗﾌﾞを

引き続き民間委託により安定的な雇用、良質なｻ

ｰﾋﾞｽ等の提供を行う。③地域の主体的な放課後子

供教室の運営を支援、実施地区の拡大を図る。 

(単位) 
人 

R１ 
基準 

R2 R3 R4 R5 R6 R7 目標達成率 評価 

 
 
 
 

  

114％ Ａ 

住民ワーキング会議からの意見評価 有効：2 人 やや有効：2 人 有効でない：０人 住民ワーキング会議からの意見に対する町の考え 

【1.結婚・妊娠・出産から子育て期までの切れ目のない総合的な支援の提供】 
●婚活イベントを開催できたのは良い。 
●プライバシー確保ができない点。いつでも行ける広場はいるのではないか。 
●プライバシーの保護できるスペースを確保してほしい。 

【2.保護者などの主体的な子育てへの支援の充実】 
●1 才までは不安が強いのでそこが充実しているのは良いと思う。 
●広場が屋外でされているのは世羅の魅力では？ 
●母親が仕事を始めると支援センターの利用をしなくなる。 

【3.乳幼児・就学児童・生徒の子育て支援】 
●医療費が安くなるのは助かる。 
●病院へお金がかかるので、医療費の補助があることを知ってもらって、受診控えが出ないようにし 
て欲しい。 
●マイナ保険証になるなら福祉医療の県外受診も、県内と同じ負担になるよう早目に対応してほしい。 

【4.子育ての多様なニーズに対し働きながら育てられる環境の整備】 
●病児保育の制度は、すぐに迎えに行けない人にとって、とても助かると思う。 
●放課後子供教室の開催地区が増えたのは良い。 
●病児保育の制度は定員が限られており、感染症が流行る時期などは、利用できない人が発生しそうで 
不安。 

１①プライバシー確保については、保健福祉センター内での個室の相談室で対応して

おり、今後も子育て支援課内で確保できるよう検討してまいります。 

③引き続き、婚活イベントの開催を通して、出会いの場の創出に努めます。 

 

２①支援センター利用は、就労により回数は減少するものの健診や来所時での相談な

どセンターを利用していた事により関係性は保たれています。支援センターで実施す

る事業の中には、土・日曜日に開催する事業もあるためしっかり広報していきます。 

①②子育て親子が交流できる広場を継続して検討し、育児不安や子育て負担の軽減や

解消の支援に務めます。 

 

３①乳幼児医療費及びこども医療費助成制度を今後も継続して行います。 

・福祉医療費助成制度について、広報等により周知を行います。 

・福祉医療の各受給者証が県外でも使えるよう、国においても推進されているので、

システムベンダーとも協議を重ねながら、早期に制度が整うようにしていきます。 

 

４①公立世羅中央病院の病児保育事業について、今年度の利用状況により１日当たり

の利用人数等を検討し保護者のニーズに対応するための支援、提供に努めます。 

③開催地区の拡大に向けた取り組みを継続します。 

総合戦略推進会議意見・評価   評価できる：13 人 評価できない：0 人 総合戦略推進会議意見に対する町の考え 

晩婚化や各家庭の考えなどにより、子どもを産むことを勧めることはできない。 現状では、30 代以降の出産者が増えている。出生数が 50 に減った要因は今後検証す
る。 
 

 基本施策２ 将来を担う若年世代の人材育成 
 令和 5 年度の成果 全体を通しての方向性 重要業績指標（KPI） 世羅高等学校入学者数 

【１.学習支援の促進】 

①１人１台端末機を効果的に活用することで、主体的 

に学ぶ機会が増えた。また、デジタル教科書やイン 

ターネット資料を活用することで児童生徒の学び 

を深めることができた。 
 ②電子図書館導入への研究、検討を行った。 

【2.世羅高等学校における学習環境の支援】 

①世羅高等学校入学者数：89人 

【3.奨学金の支援による若年層の人材確保】 

①返済制度支援者数：０人 

１．①実技を伴う教科において活用頻度が低い傾
向にあるため、そうした教科における ICT 活用手
法の検討を行い、活用状況の活性化を図る。また、
ICT化が進むことで授業の準備時間の削減や校務
作業の効率化が図られ、教師が生徒に向き合う時
間が増えることが期待される。 

②電子図書コンテンツ拡充状況と各図書館の
蔵書充実について、来館者及び司書の意見も踏ま
え、引き続き導入に向けた検討、研究を継続する。 
２．①IT 及び AI に関連した学習に関する支援。 
  企業版ふるさと納税の活用等による支援。 
３．①支援制度の情報発信。 

(単位) 
人 

R１ 
基準 

R2 R3 R4 R5 R6 R7 目標達成率 評価 

 
 
 
 
 

  

74％ B 

住民ワーキング会議からの意見評価 有効：2 人 やや有効：１人 有効でない：0 人 住民ワーキング会議からの意見に対する町の考え 

【１.学習支援の促進】 
●クロームブックで児童がやった事の分析が出来るので先生がデータで活用できる。 
●ICT の活用において教える側のスキルアップが重要。 
●電子図書館導入に係る費用について、具体的な検討がなされてない。 

【2.世羅高等学校における学習環境の支援】 
●いい取組をされている（もっと情報発信してほしい）。 
●部活の外部指導者の費用を支援したらどうか。 
●進学の際のタブレットの購入費を支援すべき。 

【3.奨学金の支援による若年層の人材確保】 
 ●制度自体は企業には有難い。 
 ●違う仕組みを作っては？U ターンした子の返済を支援するなど（個人へ）。 
 ●町で独自に制度を作っても良いのでは。 

1.①ICT を効果的に活用することにより、児童生徒の学び方や個に応じた支援を行うこ
とができるようになります。 

・授業の中で活用することにより、個人思考が、教師へ可視化され、支援や手立てが行
うことができます。 

・教員、児童生徒の ICT 機器の操作する力は向上しています。また、今後、国の学力
調査を一人一台端末で行う方針も示されており、データの集計・分析をさらに迅速に行
うことができます。 

②電子書籍のライセンス料、システム導入や運用経費など、より具体的な数値をもって
検討をおこないます。 

 

２.支援については、生徒保護者に対して、進路説明会・オープンスクールで周知を行
っていただいています。令和６年度は Super 世羅塾への支援の増額を行いました。支
援内容は世羅高校と協議検討を行っています。 

 

３.事業者が若年者を中心とした人材の確保が出来るよう、引き続き周知を行ってまい
ります。 

総合戦略推進会議意見・評価  評価できる：13 人 評価できない：0 人 総合戦略推進会議意見に対する町の考え 

世羅高校オープンスクールの参加状況、中学生への世羅高校の魅力の発信状況は。 
 

令和６年度オープンスクールの参加者数は 136 人、専門科の入学者数が少ない状況が
あり、町内外の中学生に向けて専門科のアピールに力を入れていく。（世羅高校） 
世羅高校への支援を継続するとともに、世羅高校の魅力の発信を高校と連携して行う。 
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世羅町まち・ひと・しごと創生総合戦略の効果検証 

 
基本目標Ⅳ 質が高く安心して暮らせる生活基盤を整備する 

 【基本的方向】 
住み慣れた地域でいつまでも安心して生活ができるよう、高速大容量の通信網を整備し、ICT

による地域課題解決・地域活性化の実現を図ります。また、交通ネットワーク及び医療体制の充
実を図ります。さらに、住民が主体となった地域課題の解決や地域活性化に資する取り組みを支
援することで、協働のまちづくりを推進します。 
 
 
 
 
 

数値目標 社会増減数 

(単位) 
人 

R１ 
基準 

R2 R3 R4 R5 R6 R7 目標達成率 評価 

 
 
 
 
 

  

23％ D 

【総合戦略評価・意見】 評価できる：13 人 評価できない：0 人 

他市町に比べて世羅町は転出者数について若年層の男女による性別の差がな
いのが特徴的だ。 

 基本施策１ 情報通信基盤の整備 
 令和 5 年度の成果 全体を通しての方向性 重要業績指標（KPI） ケーブルテレビのインターネット加入率 

【１.情報通信基盤の整備】 

ケーブルテレビのインターネット加入率：52.2％ 
 

・インターネット加入率の向上のため、CATV 及びイ
ンターネットの周知に努める。 

(単位) 
％ 

R１ 
基準 

R2 R3 R4 R5 R6 R7 目標達成率 評価 

 
 
 
 

  

109％ Ａ 

住民ワーキング会議からの意見評価 有効：0 人 やや有効：３人 有効でない：０人 住民ワーキング会議からの意見に対する町の考え 

【１.情報通信基盤の整備】 

●目標値を達成している。 

●一方で、町の中心部には（インターネットに接続できる）別の選択肢があると思うが、中心部から離れる

とケーブルテレビのインターネットしか選択できないのではないか？ 

●加入率が増えないワケ等は何かあるのか？ 

1.町中心部は、スマートフォンによる通信環境の確保をなされているものと考えられ

ます。 

・高齢化等を要因とする、既契約者の解約による減少もあるが、法人の新規加入も行わ

れており、今後について増加傾向が続くものと想定しています。 

総合戦略推進会議意見・評価   評価できる：13 人 評価できない：0 人 総合戦略推進会議意見に対する町の考え 

 ―  ― 

 基本施策２ 地域公共交通ネットワークの充実 
 令和 5 年度の成果 全体を通しての方向性 重要業績指標（KPI） せらまちタクシーの利用者数 

【１.地域公共交通ネットワークの充実】 

 ・せらまちタクシーの利用者数：26,086 人 

 ・乗車説明会：６回 

 ・乗車体験会：13 人 

・せらまちタクシーの利用促進を図るため、広報せ
らやケーブルテレビでの周知、説明会・乗車体験会
の継続的に実施する。 

・地域公共交通計画の策定及びせらまちタクシーの
運行見直しを行う。 

・せらまちタクシー直行便の利用者増に伴う車両大
型化 

・交通事業者及び地域との連携及び支援し、路線バ
スや高速バス、自家用有償運送等の維持を図る。 

(単位) 
人 

R１ 
基準 

R2 
R3 R4 R5 R6 R7 目標達成率 評価 

 
 
 
 

  

87％ Ｂ 

住民ワーキング会議からの意見評価 有効：1 人 やや有効：2 人 有効でない：０人 住民ワーキング会議からの意見に対する町の考え 

【１.地域公共交通ネットワークの充実】 
●せらまちタクシーの乗車体験会を実施し、利用促進が図れていて良い。Ｗｅｂ予約システムが開始され便
利になった（特に若い人） 
●せらまちタクシーの待ち時間がバラバラなので、運転免許証の返納をためらったりする。車両の位置情報
が分かるようになれば良いと思う。 
●世羅町でもライドシェアの導入を進めてみては？ 

１.説明会や乗車体験会の実施申込が少ないので、各地域での開催の周知を図ります。
また、web 予約の利用拡大を推進します。 
・乗合タクシーの仕組上、定時性を図ることは困難なため、到着時間を予約センターに
問い合わせていただくなどの対応によりサービスの向上を図ります。 
・ボランティア輸送による地域内限定の取り組みを試験的に黒川地区で実施します。 

総合戦略推進会議意見・評価   評価できる：13 人 評価できない：0 人 総合戦略推進会議意見に対する町の考え 

せらまちタクシーの Web 予約の状況と利用者減の分析は。 Web 予約の利用は増加しており、特に外国人の利用が増えている。 
利用者減少の要因は、高齢化による実利用者が減少（▲6.4％）。 

 基本施策３ 医療体制の充実 
 令和 5 年度の成果 全体を通しての方向性 重要業績指標（KPI） 公立世羅中央病院常勤医師数 

【１.医療体制の充実】 

①オンライン診療実施医療機関数：1 件 

②公立世羅中央病院常勤医師数：14 人 
  

・デジタル技術への対応が困難な方も利用できるよ
う、必要な情報を整理し、情報提供する。 

・救急相談センター事業により、住民への安心・安全
の提供とともに、救急搬送件数や医療機関への問い
合わせの削減など、救急車の適正利用や救急医療機
関受診の適正化を図る。 
・安定した医療サービスの提供を継続していくため、
公立世羅中央病院の人員確保や施設整備の取組みへ
の支援を継続的に行う。 

(単位) 
人 

R１ 
基準 

R2 R3 R4 R5 R6 R7 目標達成率 評価 

 
 
 
 

  

88％ Ｂ 

住民ワーキング会議からの意見評価 有効：3 人 やや有効：0 人 有効でない：０人 住民ワーキング会議からの意見に対する町の考え 

【１.医療体制の充実】 
●「救急相談センター（＃7119）」の導入は良いこと。 
●マイナ保険証の利用を進めて、電子カルテや薬剤情報管理と共有を。 

 ●タブレット問診の患者のメリットはあるのか。紙との違いは何なのか。 

１.広島広域都市圏・備後圏域を対象エリアとし 24 時間 365 日利用できる「救急相談
センター(＃7119)」の活用により、救急医療を必要とする際の住民の方への安心・安全
を提供してまいります。 

・マイナ保険証の利用率が向上するよう、医療機関とも連携し取組を進めます。 

・タブレット問診の導入等デジタル化の推進は、待ち時間の短縮や医療事務の効率化に
繋がるものと考えます。 

総合戦略推進会議意見・評価   評価できる：13 人 評価できない：0 人 総合戦略推進会議意見に対する町の考え 

常勤医師数２名不足による対策は。 「ふるさと枠医師」の事業活用また、広島大学病院からの医師派遣により補完してい
る。 

基本施策４ 元気な地域づくりの推進 
 令和５年度の成果 全体を通しての方向性 重要業績指標（KPI） 元気な地域づくり応援事業実施件数 

【１.元気な地域づくりの推進】 
 令和５年度助成件数：３件 
（令和５年度は、令和６年度に実施するプロジェ 
クトを募集したところ３件の応募があり、その 
うち２件を採択し、寄付を募った結果２件とも 
成立した。） 

・令和５年度に成立したプロジェクトがスムーズに 
取り組めるよう助言を行う。 
・令和７年度実施のプロジェクトの募集を開始する。 
・令和３年度に国に認定を受けた地域再生計画では、 
令和７年度のプロジェクト実施まで実質 3 カ年の支 
援を予定している。多くの提案・実施につながるよ 
う、事業の周知、ふるさと納税の掘り起こし等に注力 
していく。 
・令和７年度以降の本事業の継続性について、国の
動向を注視しながら今後のあり方を検討する。 

(単位) 
件 

R１ 
基準 

R2 R3 R4 R5 R6 R7 目標達成率 評価 

 
 
 
 

  

50％ C 

住民ワーキング会議からの意見評価 有効：3 人 やや有効：0 人 有効でない：０人 住民ワーキング会議からの意見に対する町の考え 

●クラウドファンディングのような制度のため、目的が明確なので集まりやすい。 
●応募できる団体はどこまで大丈夫なのか。スポーツ少年団とかはダメなのか。 

1.令和４年度の制度開始から３年目、制度への理解が進んでいると考えています。 

・５人以上で構成され、構成員に町内に住所を有する者を複数人含む、町の活性化のた

めに地域づくり活動を行う団体です。なお、他にも要件があり、また、実施内容により

判断が異なることがありますので、事前に担当課へ問い合わせをお願いしています。 

総合戦略推進会議意見・評価  評価できる：13 人 評価できない：0 人 総合戦略推進会議意見に対する町の考え 

実績３件の実施内容は。 
 

実施内容は津久志地区の天然芝でのサッカーイベント・だんじり保存会による看板設
置・野外音楽フェスティバルの３件。 
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